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ノマキスタ ンの経済開発の現状と問題点

ま え が c 

土門小論（i, 主としア第uたおカ年計画期間に

お，T斗近渉はむ山o.:，慨I防式ど綜jトL, ぞこ戸 ~－（＇）問題J'.i

を栴摘することを目的とするものであゐ。 した泊：

って:f11l論的アザローネや，

検r{jはここさは信晴した。

I 

実績についての組織的

／｛キスタシn昨年十t：わち1960年をれって同年

よゾ；）；£施された第 1次ふ元年汁凶WJi問主：＊冬一（L, 

こと Lは 19fi5年に終わる第 2次6カ年Jt聞の初年

度：こ"'Jtこる 1 , Pキス iz> r：主笥 1次5今年計阿川

前にも経済同発計画以あったが， なにぷんにも日i-

画そめ It,のが茶礎的統計を欠いたままに立案され

たもりであえうえ：こ， 目的切にH.インド J、りの介

離に起因すゐ社会的同乱や政博不安定， 111傍；fヲに

(ii淘伴重京市しが（たら Lf三国際市況の大幅な変動な

ど~＇） にめ！こ日十1ifi1ι な J にむとしL 、もの三たって L

まっfこ。 すなわち経済出発6カ年計画および6；り

年：十町Uりわ（刊に沿！！』乙 2カ年俸先汁阿たどがみ

れ’Gめる。

土計買／の清計図カ1 計画としては単に形骸をと

どのふにす｛！1ιくなってL、にとt上い〆乙， この明[i¥J

に政府および民間の開発投資が泊発に行なわれ

第tJうて5カ信計画。立害者， 実施のための前提条件

を醸凶しつ）あったぶをみのふtナオ，：r:--i~－＇1='ふた
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L、。 1951年より始まる 6カ年計画では総知26億ル

ピーの投資合計画したが， 計間期間の最初の 5カ

年J{J仁すでに：30億ノレピーが役資された L, 19521,cf: 

にr百蝉を開始した PIDC（パキスゲン工業開発公社

-- lll50{f寸法化）ほ‘ 54年度末きでには主として

製紙， DC草寺， ジ ιート工場， 造崩：＇，Ffr,天然ガス什

活/1¥3殺に G億2000万ルビーを投資している。民間

部l’~ Cも問問問にケけ乙投資ば 2:i億4000方Jレピー

にiiしている。

ての政府部門お上が民間部門における予期以｜二

,J)J/,}:rJO）進}JJ;v－つ い ℃ti、， いわ付ノる圏際fj1況にr宅

じた朝鮮；動乱ブームの影響によるところが大主

い f 輸出巧得め急増によって外貨資金が蓄積ぎわ，

輸入f+::lv,j蒋人をrTJf危なムしめに二とが経前発展什

速時々大いに刺激した。 民間産業投資も 4の時期

以fを， 商業青木が産業資本に転化しはピめたこ土

第 1l詞 鉱工業牛産指数
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｛、注） 1960年1ま1～1刃のすミ鮫より推計。
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(tP,i冴） ノミキスタン中cl.'.；統計局， r統計月報』。
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によって大幅に哨加しはじめた。政府の保護奨励

政策も含めて産業投資機会が増大するとともに，

政府の輸入統制などによって商業取り引きの機会

が減少したためである。さらに政府，民間双方を

通じて， スターリング切り下げ時におけるインド

側のパキスタン・ Jレピーのi黙認拒否によってもた

らされた印パ商業の断絶が産業投資への大きな刺

激となったことも指摘しておく必要があろう。

II 

1955/56年から 59/60年にいたる第 1次5カ年計ー

画を作成すべく， 従来から存在した計画諸機関を

整理統合して政府部内に計画局（PlanningBoard) 

が設置されたのは， 朝鮮動乱による一時的な過熱

もさめきった1953年で、あった。

第1次5カ年計画は次の諸点を一般的目標とし

て作成された。すなわち国民所得を引き上げ生活

水準を高めること， 雇用の機会を増大すること，

いっそうの発展のための経済基盤を拡大するこ

と， そして経済発展の速度を早めると日時に低開

発地域の開発をも進めてゆくことなどである。計

画の資金規模は当初の草案では 116億ルピーであ

った。 しかしこれは最終の計画では総額 108億ル

ピーに修正されている。このうち政府は75億Jレピ

ーを支出し， 民間の計画による投資は33億Jレピー

とした。 75億ルピーに達する政府部門における支

出を産業部門別にみると第1表のようである。

資金規模および配分計画からうかがわれるかぎ

り， 計画の一般的な性格は農業生践を拡大L，か

っ工業開発上のボトル・ネックを排除してゆくこ

とに重点がおかれている。工業部門の投資には全

資金の 17.4%がさかれているが，計画の詩細をみ

れば，新規設備投資は必要不可欠なものおよび外

貨の節約に役だついわゆる輸入代替効果をもっ産

第1i表第1次5カ年計画開発資金配分計画
（政府部門〉

i資金 i比率
部 門 別 ！（刷O万Jレピー）｜（%）

村落 AIDおよび村落開発｜ 29.8 • 3.2 
農業（拓殖，畜産，漁業をふくむlI 120.1 12.9 
水力，電力開発 1 269.7) 28.9 
工 業（燃料，鉱業をふくむ）｜ 162.2 i 17.4 
輸 送 お よ び 通 信 1 166.6 ・ 17.8 

住 宅 お よ び 居 住 1 86.1 , 9.2 
教育および職業訓練 58.0 ・ 6.2 
保健.28.8 :1.1 
社会福祉その他 13.3 I 1.4 
合計 935.2 11 100. 0 

予期しうる実施不足額 1 185.2 
純支出額I 1so.o 

（出所） 『第2次5カ年計画書』。

業に重点、がおかれ， ほかは既存の設備の利用度を

高めることおよびその拡張を奨励している。結局

｜ビッグ・プッシュ」方式に通じる， 農業生産性

の向上を基盤とする国内市場の拡大に立脚する工

業化という， いわゆる「バランスド・グロウス」

方式によっているものといえよう。

ともかくこの 108億ルピーの投資により国民所

得を 15%上昇させうると見込んで，さらに計画期

間中の人口増加率を 1.4%とすれば， 1人当たり

所得では 7.5%の上昇を達成しうると計算した。

ill 

第1次5カ年計画の目標達成率については， そ

の全期間にわたる成果は明瞭ではない。主として

種々の出版物に示されている統計値が， 基準の混

乱のためまちまちであるせいである。 しかしパキ

スタン政府は第2次5カ年計画の作成にさきだっ

て， 1958/59年までの 4カ年間における計画の進

捗状況についての予備的検討を実施， 公表してい

るし， 第 2次5カ年計画書の前文にも第1次5カ

年計画の成果について大ざっぱな評価を述べてい

るので， その他の資料と総合すれば成果の概略を

察知しうる。以下順なおってその実績を概述して

37 
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"'o L/Jミし27｛ら5000万ルピ

ーを／：いよ上1,1！るであらう

とい 7推古［がたさjtている

にすγない。

政府支出総制75位Jレ！デー

の調；主計i11Jiは箔4去の kう

マあず〉たハお端は 1958匂9

年度までの 4カ年聞の実績

今計阿と対比したものであ

る。去によると，計画と大

！！＇！ くくい巡った項目は政府

貯蓄と海外よりの捜助制で

ある。赤字財政額は計副全

鰐4署長 第 1次計画の資金計画および笑絞

（誼 J (1 ：司 l: ＇~当，;jごと i 人 1たつ 1好 (l,J:l'.1九7/5刊イf.1吃 1,m 作， (2)1959/60年度の数cj".’

ゆ推計。

(ti', l斤〕 ベーi 、タ J政＇H, I 'J百発.，： fil''(cJI・ i 

第 3表第 l：市li阿政府部門支iH計画額計上び安総

0れ位 lOOlj，レヒ－）

年 /~ ！支出計画額！！実 色町 jf: 怒i

"j：ゆif，駅~、
73 78 日

l') 1()4 り7 - 7 
19 140 130 --10 

1叫 190 iユ0 - ,1() 

19 243 170 - 73 

:t 750 打::'.5 -1'.c:5 

（出1fr) ミ iスタン政／J,n,11）：才ijlli i二ふは，H!1iiiJlu 

みよ主。

第 1に， 出 lr¥5:>J年員！蘭，！；晴元支！：＇， ih1けこ.) 

し、てみると， ：方：i友仁込九九どfよ・＇.， vc.,q＇ごとに以

主的L 目：1発：；：；idf「、J首力；lして，pくことにJ二：勺（い

〔単位： 1,000万ルビー）

r可 周I] 日十 回l I 1ま95で伐の1:,9実＂f'績－！を

政 府 iti'’ き長 100 4:J 
. .j,.: 収援 入 l 120 150 

話正
外字 lH 助政 I 

:JKO 24•1 
ツ白 150 104 

メI俗1、 750 455 

〔tHゆり パキスタン政府，r第 l次計画実績仮i評価』。

第2図 :x~ 1次5カ年計開iの政府）＇ii＼門支出計［.:IJi

お上び実績

（単位： 1,000万，Lピー）

斗

200 

''. ', 子だ旧式P超；はしTこの仁初ード度！川み.0：はR11i 

内的に支＇：：＇，額：「減「〉してし－，， t.こ》ド／Jl刻，•；投むにJ ' I 

150・
いて）所：：｝効果たL、しL土佐j発資金制主o，索引仇＇i，＼ノ

1古川こ jし、てdiJI ij（：児包ドァ：ー、°＇＇ -c·~ ＇、、 t t弓1三。 i羽Tln¥'1 

：：：体とし，・J, ..’とう政仔支i；＼皇位Ym7九億 ：＼..ど止 のう 100 

1ノ実京にVt資；れえめ i.6コ億日（）｛）（IJj J＞ピーであ

I］標辺成本仁川o；，とし t うてとにな 70 民間投

資にJ ノL、l’は司 ;w羽一三；土総額33｛立Jレピーを期待し

i".：が、 '.!ifえlぺついては資料がt,:'v、t＝めり1らかでな
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体の過程とにらみあわせて， とくに脱政権になっ されたのである。 4カ年聞の政府財政は以下のよ

てからの政府のきびしい紫縮政策によって r；十回iiょ うであるο すなわち 4カ年聞の全政府支出（経常，

りも少額におさえられた。政府貯訟につし、ては， 開発支出の合計）は138億3000万Jレピーであり， ＝ 

「0:2（，＇.に毎年苔実に増加（、！？｝：弘＇；，（）｛ i: ，，汁Jては ），~i'.(I；年 ;/ii' dしてJドインフレ的総収入は lCUWI加（ゆ万Jレ

！江；二比べて 3億倒的0万 L l二一一（が,J'.c'.!'';,lも増加した ヒー， /•;'{[iのうち 24徳4000万ルヒーは海外よりの

出常支出がそれ以上 ！日仏liで増加した 民山J二依｛（ L, たために赤字主主は if区別（）（）万jレピー

f：心：戸開発に利用しう i＇.， 余剰（ :. ,, ' ，て減少し

計闘では 10億jレピーの余剰を見込んどにもかかわ

と／に） t二（寸，； 5表〕。

。くに国際収支面について第 1次 6カ年計画期間

らず最初の 4カ年合計で、かえって 4偲3000万Jレピ 中のおよその経過をみてみよう。錨 1次計画期間

｛の赤字となったのである。この赤字制た地域的 中に， 必要とされる外貨制は 50億4000万Jレ

日九、・，二みると， 西パキ二乙夕 J州 il1

凸之｛三汁して 5 億1α）0万 j〆［’ー，；ノ f,;~Jjてほ過であった

//:, 取パキスタン左中1!.:J¥if］【に・：：，lLぞれ4倍jレ

じ一心よび5億4000万，L,ビイJバ1；ナー，T記録し，た。

L＂ーモ訂 i;';l:＼れていた。内訳tI・、， !F'X:l{J'l'?づ11卜jc〕i丞行

；戸：；之（（＇.＇

i；，；タF" 、二のための外貨はん，，) j；川、~,,1,',!j主され

一’’ιF ,(i），た。すなわち通7;,;9(iij:u，二 j；乙外貨取

赤字の内容は， 計画期間中における緊急食糧愉入 1:J肉6億9000万jレピー， 食料援助をのぞく海外よ

支出と開発に伴う行政費の増加によるものであ りの鑓助；38億5000万ルピ｛，民間資本の流入5億

る。資本収入では故初の 4カ年ですでに 5カ年間 Jレピーである。 この外貨取得高とはパキスタンの

の目標を突破している、内訳今J、〆Jと，少額貯お 輸出所得のうち非開発用輸入額か引金去った簡の

）－’ ：アtイJ,) ( :sm a 11 saving）は増勢：二：j勺；C, ,l: （二、火大きな変色

i j、ふ：／， iったが，償却基_Sご， i'i'.f J isld仏政府預金 匂~ i; ,&a 1958/59年度までの [lj際収支そ示す。

!,UJ定などはいずれも計出｜「It'.i合大111，＼に突破し，図 的人相1!);) ！♂斗非開発伺輸入と開発沼輸入り区別

営商業益金も増加した。赤字財政額については計 fi発表された資料がないために不明である。計両

面では 1億5000万ルビーを予定したが， 計画汁初 期間中，輸出額が減少していることがうかがえる

は生産の増大が予期のごとくであれば， このくら が， M十回では期間中に基準年度より 15%もの増大

いの赤字は容易に｜吸収されうるものと考えられた なみこんでいた。 1955/56年度にパキスタン・ Jレピ

加でめった。しかしこ心Jt!HSLニ完ノIでには実JJ！しな ーの，JIJ I＇けによって輸出が二三速にのっ？にほかは

かったために，赤字財政行利JIJ:tC 'cるだけ回避 陥／！＼；t 傾向的落勢にあった。輸出不h>i'J)主要な原
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プロジェクト要

－ 調

実施手続きの遅延，;n画。J不備，16億 9000万 Jレピーしか利用できなかったのでJぅ

はの不足によって実際の使用がおくれあるいは腔

計画の全えらオしたものであり，

休の進捗に大きくひびいてい

この実施のたちおくれのお1悶はパキスタンのる。

第1次5カ年計画日標達成本（概算〕

イ立 計画目標 1960年実 B/A
(A) I績 (B),(%) 
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外貨の調達よりもむしろ国内受

け入れ態勢の不備にあるのだと

する一部論者に有力な論拠を捉

供するものである。

次に計画！の数量的生産目標に

ついてその達成率にふれてみよ

う。第7去は主要生産目標額に

対して計画年度末の数字を比較

可能な形で並べたものである。

去についてみると， 大麦ととう

もろこしのほかはすべての項目

において生産計画を下回ってい

る。

まず計画は農業生産の拡大に

lつのポイントをおき，期間中

に食料生産を9%増大させるこ

る。このような事態は，
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てやがて市場メカ Jニズムにゆだねる方針は最近しパキスタン政府；上，第 1次5カ什：，l/・1＠の史舗な，

この政策にふばしば政府筋より副リjされ℃いる。工業部＼lljでfj、!l業部門でこそ失敗ではあったが，

としては次のような事情が考えられみまったl改/ffO){J；［女Nz:HJやその｛也：皆しい店主じがあコたし，

0）経済環Jfiかう、なり すなわち 1つには第 1次5カ年計固の反省とる。tJ LJ発民的経さjL. f二L,

i,,JJtiJli'ψt，に民間企業の成u_:0:Jt,1•土的順調であ:, '.1二fI L主整-OWさわっ

｜：ノとする；n三次

／／＇；＇ぺ：.t，没にさらにイぶヤ

公営企業はがし、［こ＋ti包〉十一CJ~＇！業疫が) : .ーとちとして 1960/61i;: 

さらt二物／1!11官［FUゃ食糧のtrミ_;) yめとつ、くいこと，日ワ；；会計耐iを発表した、＂ 1111；山【I(制改組問の；本ぷ

j示統，L』は＊際において不可能ーなあるよとふどであtri 2 i'欠ですでに紹介されているので何lir各するが，

わずらわしい各種の統制が経済性を著しくそる。5カ年計画は資金配分でみるかダりP.fD次5カij:

こねてL、ることも有能公正ならざる官買が統制を

しかし市場メカ

五｛｛ しない関

ゆがめていることも事実であるO

L ズム j,i，；用制疫もあるべさ

投資総相l

が190｛）むJレピ、ーと激増し，悶民所1¥J，の1,;2加目標ギ7¥:

日1・l!fiiのJ広大内生産l版ともいえるもの』（＇＇

！こードアフブしてコi)'I＂とし a般に開発の店 i(;I, 
iえ間企業のイニシアチフ合持主し，統間人、；，こ として1、るほカ l士と；；－＿ I ' fった変イ七はな

企業，なかんずく ftfiitI’はひ！｝Jl ）~に第 1 の Ll 日I/!,/11¥Ft統;i,urこ移してゆくことの疑i山

’） ') •) 

最後に，計画の規模について， 190億Jレピーとい

う投資総簡は第 1次計画の実績よりみても過大だ

ぱ済下滞構造の

建設などに主眼をおいていることも第 1次；n-凶と

同様であるコ海外よりの援助に大企く依存してし、

じ"i"f此標をおl＇.ていること，

民間の経済学者グループが政とするlit!さが多く，ただ主要な変化の lる点についても同様である。

：二Jノむじて提出した第三次計画の試案でjff i/ ソJ抱の1i1i｛！ノ（土，〉と〕て言及しなけ中山之 ：・.＇

・:/i），あるいは私企業：） 〆i・c : 

＇.）： ’ f,r策を打ち出しv二、 J~. と

,, , ,;in1nが努力目標であるとしても総収資は180億

Jc L：ーが妥当で、あろうと答l11してし、ることを付言

→f ブを尊重して

九千jJ年研究第2部〉
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l －・＿），.，戸 λ
L 、－ J ＇.） 」ノ •）

政府百五円

三のことは明被

iうる。

とえ川部門の資金の配分 jよ三－＿，－1.
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